
平成28年6月30日現在

＜担い手との意見交換実績＞　

５回（延べ39経営体）

＜担い手からの意見＞

・

・

・ 市町村、ＪＡ、機構が、地域の実情をしっかり把握して進める必要がある。

・ 農地の集積・集約するためには、基盤整備（暗渠排水）が必要。

＜開催実績＞

4月19日

4月21日

5月12日

5月18日 　認定農業者、指導農業士他【飛騨地域】

6月29日

　農業法人（認定農業者）他【東濃地域】

　農業法人（認定農業者）他【全域】

開　催　日

○平成28年度 農地中間管理事業に係る担い手との意見交換の実績

地域に他に担い手農家がいないので、多くの貸付希望がある。これ以上は受けれない状況。条件が
悪い農地は手放すことも考えている。

中山間地域で農地集積を進めるうえでの障害は、鳥獣害対策と畦畔管理。

平成28年

参　集　者

　認定農業者、集落営農他【西濃地域】

　新規就農者他【飛騨地域】


